
料金収入 整備費
浄化費用
維持管理費 等

事業を取り巻く環境は
非常に厳しい

資材価格・労務単価の上昇
電気代・薬品費の上昇など
により、支出は増加傾向

人口減少や節水機器の
普及等で料金収入は
減少傾向

今後、さらに経年化施設が増加

漏水事故や道路陥没事故などが発生リスク増加

地震や豪雨などに対する災害耐力の低下

水道管からの漏水 下水道管渠破損による道路陥没しかし、

基本理念（安全・安心な水環境を次世代へ）
や能登半島地震を契機とした強靱化への要請
を踏まえ、
「北九州市上下水道事業基本計画２０３０」
策定時に掲げた施設強靱化の効果が得られる
よう、着実に事業を推進することを、
基本的な考え方とする。

豪雨の発生回数
は上昇傾向

収入

支出
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３ 次期中期経営計画期間中の
事業計画の概要（案）
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３ 次期計画の事業計画概要（案） (1)基本的な考え方

気象庁資料「大雨や猛暑日など（極端現象）の
これまでの変化」より

別紙２ー３



将来像２ いつでも安心して飲める安全な
水を届ける

将来像３ 環境負荷の低減を図り、持続可能
な社会に貢献する

将来像６ 培われた高い技術を未来へつなぐ

その他費用施設の老朽化財源

PFASなど水質への関心

環境への負荷

人材確保・技術継承

資材価格や労務単価、
電気代・薬品費などが
上昇し費用が増加。

施設の老朽化が進行。（有形固定
資産減価償却率が増加。）
水道管の更新等が現中期経営計画
に掲げる目標値に未達。

人口減少や節水機器の普及により、
料金収入が年々減少。
近年、累積資金剰余が大幅に減少。

水道
事業

有形固定資産減価
償却率は全国平均を
大きく下回っている。

水道施設の有効活用に資するが、
事業に至るまでの供給先・関係機
関等との協議に時間を要する。

水道
用水
供給
事業

有形固定資産減価
償却率は横ばいで
推移。

近年は、契約水量が増加せず、
概ね横ばいで推移。

工業用
水道
事業

施設の老朽化が進行。（有形固定
資産減価償却率が増加。）
下水道管渠更新等が現中期経営計
画に掲げる目標値に未達。

人口減少や節水機器の普及により、
下水道使用料収入が年々減少。

下水道
事業

将来像４ 国内外へ貢献していく

将来像５ お客さまが求めるものをかたちにする

将来像７ 健全な経営を行う

将来像１ 市民生活を支える強靱な上下水道をつくる

これらの課題に対し、基本計画の将来像を実現するため、同計画で掲げた各事業を着実に推進する。

課題に
対応する

主な
将来像

導送水管の更新：4.5km
R3～7

（見込）
配水管の更新 ：156km

導送水管の更新：4.6km
R8～12
目標

配水管の更新 ：180km

水道管路の改築・更新（耐震化）

水道配管データの
抽出(選別)・補正

環境データの掛け合わせによる
AI/機械学習による計算

破損確率計算結果の
マッピング・可視化

１ ２ ３
さらに、
ＡＩを活用し、
管路の劣化状況
を予測
破損確率の高い
管路を更新

これまで以上の
効率化を図る

水道管路の耐震管への布設替

ポリエチレンスリーブで
覆い、土壌との接触を防
ぐことで、腐食を抑制
（S56年度～ 試験実施
H元年度～ 本格実施）

12

３ 次期計画の事業計画概要（案） (2)各事業における主な課題

※有形固定資産減価償却率：総務省の経営比較分析による施設の老朽化の度合いを示す指標

３ 次期計画の事業計画概要（案） (3)主な取組 ①水道事業 ⅰ
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➣

➣

※R8〜12の目標については、
精査中。（以下も同様）



浄水場の耐震化率
：59.2％

R3～7
（見込）

浄水場の耐震化率
：77.5％

R8～12
目標

井手浦系配水本管ループ化
：配水管0.4km整備
（1.2km／1.2km整備）

R3～7
（見込）

井手浦系配水本管ループ化
：流量計等整備
（ループ化完了）

R8～12
目標

バックアップ機能の強化

井手浦浄水場
H27年度耐震化済

穴生浄水場
R2年度耐震化済

本城浄水場
浄水場の耐震化

井手浦・穴生・本城
の3つの基幹浄水場
の耐震化を推進中

R8～12年度中に

畑浄水場 道原浄水場

リスクの高い
管渠の改築・更新
(平均5km/年)

若松ポンプ場
の整備
:ポンプ場の
統合に向けた
工事着手

R3～7
（見込）

若松ポンプ場
の整備
:汚水ポンプ場
の統合完了

R8～12
目標

施設規模の最適化

下水道管渠の点検調査
：550km

R3～7
（見込）

下水道管渠の点検調査
：900km

R8～12
目標

下水道管渠の点検調査

汚水ポンプ場

汚水ポンプ場

合流ポンプ場

その他ドローンも活用
（ＤＸの推進）
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３ 次期計画の事業計画概要（案） (3)主な取組 ①水道事業 ⅱ

耐震化完了

基幹浄水場の耐震化
完了

完了
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３ 次期計画の事業計画概要（案） (3)主な取組 ②下水道事業 ⅰ

テレビカメラによる
点検・調査

管内の腐食
改築・更新

管更生後



施工前

施工後(耐震壁新設)

重点整備地区
（16地区）の整備
：9地区完了

R3～7
（見込）

重点整備地区
（16地区）の整備
：16地区完了

R8～12
目標

急所施設（ポンプ場）の
耐震化：70.0％（7／10箇所）R3～7

（見込） 重要施設に接続するポンプ場の
耐震化：33.3％（1／3箇所）

急所施設（ポンプ場）の
耐震化：100％（10／10箇所）R8～12

目標 重要施設に接続するポンプ場の
耐震化：66.7％（2／3箇所）

ポンプ場の耐震化

雨
水
貯
留
管

雨
水
増
補
管

整備前 整備後

浸水被害の最小化

３ 次期計画の事業計画概要（案） (3)主な取組 ②下水道事業 ⅱ

16急所施設（ポンプ場） ：浄化センター直前の最終合流地点までのポンプ場
重要施設に接続するポンプ場：広域避難地や災害拠点病院などに接続するポンプ場

大雨が降っときに、
既存の下水道管では
流しきれない雨水を
一時的に貯留

大雨が降っときに、
既存の下水道管では
流しきれない雨水を
直接河川へ排水


